
全農グループ アニマルウェルフェアポリシー
全農グループは、日本の食料システムを守り、安全で新鮮

な国産農畜産物を国民の皆さまに提供する使命を将来に
わたって果たします。

畜産酪農事業においては、家畜の取り扱いが家畜の健
康状態のみならず、生産者・従業者の労働安全衛生に影響
することを認識し、家畜・生産者・従業者、それぞれの福祉向
上をはかるため「全農グループ アニマルウェルフェアポリ 
シー」を定めてアニマルウェルフェアの向上に取り組みます。

1．範囲
　本ポリシーはJAグループならびに全農グループのサステ
ナビリティに関わる方針に包含されるものであり、全農グル
ープの生産から加工、流通、消費までを含むグローバルサプ
ライチェーン上のあらゆる事業と従業者に適用されます。

2．5つの自由
　全農グループは、家畜を快適な環境下で取り扱うことが
家畜のストレスや疾病を減らし、生産性の向上や安全な畜産
物の生産につながると認識し、国際獣疫事務局(WOAH)お
よび農林水産省が提示する、アニマルウェルフェアを評価す
るための基本的な指針である「５つの自由」を尊重します。

3．家畜疾病対策
　全農グループは、家畜伝染病や疾病への対策がアニマル 
ウェルフェア向上の重要な要素であることを認識し、予防や
感染拡大防止に取り組みます。

4．労働安全衛生
　アニマルウェルフェアの向上と家畜飼養に関わる従業者
の労働安全衛生を両立させるため、双方の改善に取り組み
ます。

5．パートナーシップ
（1）生産者
　関係する生産者の飼養管理実態の把握に努め、対話を通じ
てより良いアニマルウェルフェアの実現をともにすすめます。

（2）消費者
　生産現場の実態と科学的見地を踏まえ、対話を通じてよ
り良いアニマルウェルフェア実現をともにすすめます。

（3）外部機関
　国や教育研究機関等との連携・情報共有により、アニマル 
ウェルフェアに関わる科学的アプローチをすすめます。

　本ポリシーはアニマルウェルフェアを持続的かつ段階
的に発展させる観点から適宜内容を見直し、改定していき 
ます。

　家畜と人との双方にとってより良い未来を実現するため
には、社会・経済・環境のバランスが取れていることが重要
です。また、アニマルウェルフェアの継続的な発展には、対
応に伴う正当なコスト上昇を社会全体で吸収していく視点
も必要となります。全農グループは、こうした観点も踏まえ、 
ステークホルダーとの継続的・建設的な対話を通じて、持続
可能な畜産酪農事業の実現に取り組んでいきます。
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※ アニマルウェルフェアは、国際獣疫事務局（WOAH）によって「動物が生きて死ぬ
状態に関連した、動物の身体的及び心的状態」と定義されています。

⃝ 飢え、渇き及び栄養不良からの自由
⃝ 恐怖及び苦悩からの自由
⃝ 身体的及び熱の不快からの自由
⃝ 苦痛、障害及び疾病からの自由
⃝ 通常の行動様式を発現する自由

5つの自由

メッセージ目次 事業概要 データ重要課題 29畜産酪農サステナビリティアクション

｜重要課題の特定｜気候変動対策｜資源循環・耕畜連携｜アニマルウェルフェア｜

重要課題


